
大
学
の
研
究
室
か
ら
・
自
治
体
の
先
進
事
例

　
愛
知
県
新
城
市
は
市
民
レ
ベ
ル
で
節
電
活
動
を
推
進
す
る
「
新
城
市
民
節
電
所
」
や

建
物
の
壁
面
を
植
物
で
覆
う
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
市
民
の
環
境
意
識

を
高
め
る
た
め
の
環
境
出
前
授
業
な
ど
を
通
じ
て
地
球
温
暖
化
防
止
を
図
っ
て
い
る
。

「
時
間
を
か
け
て
で
も
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
意
識
を
高
め
、
環
境
負
荷
低
減
に
貢
献
し

た
い
」

西
村
仁
志
新
城
市
環
境
部
環
境
政
策
推
進
室
長

と
強
調
す
る
。
こ
れ
ら
で

２
０
２
０
年
度
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
１
９
９
０
年
度
比

％
削
減
を
掲
げ

た
目
標
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

新
城
」
の
実
現
を
目
指
す
。

生態系・漁法など調査

日本で生まれた概念、世界に拡大

里
海
海
の
環
境
を
再
生

　
里
山
と
聞
く
と
多
く
の
人
は
、
手
入
れ
さ
れ
な
が
ら
も
自
然
が
豊

さ
と
や
ま

か
な
風
景
を
思
い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う
。
日
本
人
は
古
来
、
里
山
を
守

る
と
同
時
に
食
べ
物
や
燃
料
、木
材
な
ど
の
恩
恵
を
受
け
て
き
た
。そ

の
よ
う
な
人
と
自
然
の
関
係
を
海
に
適
用
し
た
考
え
方
が
里
海
だ
。

さ
と
う
み

九
州
大
学
応
用
力
学
研
究
所
の
柳
哲
雄
教
授
が
１
９
９
８
年
に
提

唱
、海
の
環
境
を
再
生
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
広
ま
り
つ
つ
あ
る
。

愛
知
県
新
城
市
の
「
市
役
所
本
庁
舎
の

緑
の
カ
ー
テ
ン
」

九
州
大
学
応
用
力
学
研
究
所
の
柳
教
授

市民レベルで温暖化対策

新城市での地球温暖化防止をテーマにした環境出前授業
環境意識向上狙う節電所・緑のカーテン・出前事業…

愛
知
県
新
城
市

海水交換の経年変動などをテーマとした柳教授のゼミ（九州大学応用力学研究所）

　　 ２０１２年 平成２４年 ７月３１日 火曜日 （第２部） 　　 （ ）

　
柳
教
授
の
専
門
は
沿
岸
海

洋
学
で
海
の
生
態
系
を
主
な

研
究
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。

里
海
と
は
人
手
を
加
え
る
こ

と
で
生
物
多
様
性
と
生
産
性

が
高
い
沿
岸
海
域
を
指
し
、

日
本
各
地
に
あ
る
。
生
産
性

が
高
い
と
は
魚
介
類
が
取
れ

る
量
が
多
い
こ
と
だ
。

　
研
究
の
背
景
に
は
全
国
的

な
漁
獲
量
の
減
少
に
よ
る
漁

業
の
衰
退
が
あ
る
。
漁
師
が

減
る
こ
と
は
里
海
を
維
持
す

る
人
の
減
少
を
意
味
す
る
。

柳
教
授
は
「
こ
の
ま
ま
で
は

海
が
駄
目
に
な
っ
て
し
ま

う
」
と
の
危
機
感
を
持
つ
。

　
研
究
の
基
本
は
現
地
調

査
。
藻
場
や
サ
ン
ゴ
礁
な
ど

生
物
の
生
息
環
境
を
含
む
生

態
系
や
漁
法
な
ど
を
調
べ

る
。
特
に
里
海
と
共
存
を
続

け
て
き
た
伝
統
漁
法
は
重
視

し
て
い
る
。
魚
を
単
に
捕
る

だ
け
で
な
く
水
産
資
源
の
持

続
に
つ
な
が
る
知
恵
が
含
ま

れ
て
い
る
場
合
が
多
い
か
ら

だ
。
ま
た
高
齢
化
で
伝
統
漁

法
を
知
る
漁
師
が
減
少
し
て

い
る
点
か
ら
も
そ
の
調
査
研

究
や
資
料
化
は
急
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
例
え
ば
海
中
に
石
垣
を
作

り
潮
の
満
ち
引
き
を
利
用
す

る
漁
が
あ
る
。
満
潮
時
に
石

垣
の
内
側
に
入
り
、
干
潮
に

な
っ
て
石
垣
に
よ
っ
て
逃
げ

ら
れ
な
く
な
っ
た
魚
を
捕
ま

え
る
。
こ
の
漁
で
は
海
中
に

石
を
積
む
こ
と
が
ポ
イ
ン

ト
。
石
と
石
の
間
の
隙
間
が

小
さ
な
生
物
の
す
み
か
と
な

る
か
ら
だ
。

　
ま
た
漁
師
が
藻
場
の
一
部

を
定
期
的
に
刈
り
取
っ
て
い

る
地
域
も
あ
る
。
こ
れ
も
生

物
の
多
様
性
に
役
立
つ
。
藻

場
が
一
面
に
広
が
っ
た
場
合

は
そ
の
状
態
に
適
し
た
種
類

の
生
物
し
か
生
息
で
き
な

い
。
し
か
し
一
部
を
刈
り
取

れ
ば
適
し
た
種
も
そ
う
で
な

い
種
も
住
む
こ
と
が
で
き

る
。
さ
ら
に
石
で
も
藻
で
も

卵
を
産
み
付
け
た
り
稚
魚
を

守
っ
た
り
す
る
機
能
が
あ

り
、
何
も
な
い
海
よ
り
生
産

性
が
高
い
と
言
え
る
。

　
柳
教
授
は
こ
れ
ま
で
に
北

海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の
約

カ
所
を
調
査
し
た
。
国
内
で

も
里
海
の
状
態
は
地
域
に
よ

っ
て
異
な
る
と
い
う
。

　
日
本
で
生
ま
れ
た
里
海
の

概
念
だ
が
、
世
界
に
広
が
る

動
き
も
み
せ
て
い
る
。
漁
獲

量
の
減
少
は
日
本
だ
け
の
問

題
で
は
な
い
か
ら
だ
。
近
年

で
は
２
０
１
０
年

月
に
名

古
屋
市
で
開
か
れ
た
生
物
多

様
性
条
約
第

回
締
約
国
会

議

Ｃ
Ｏ
Ｐ

が
国
際
的

な
知
名
度
を
上
げ
る
の
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
海

外
で
も
「
Ｓ
ａ
ｔ
ｏ
―
Ｕ
ｍ

ｉ
」
と
呼
ぶ
。
柳
教
授
は
中

国
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
米
国
で

も
講
演
を
行
い
、
普
及
に
努

め
て
い
る
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は

年

に
エ
ビ
養
殖
の
再
生
に
取
り

組
ん
だ
。
エ
ビ
が
病
気
で
減

り
、
養
殖
池
の
放
棄
が
相
次

い
だ
地
域
で
生
態
系
や
多
様

性
に
配
慮
し
た
方
法
を
提
案

し
た
。
具
体
的
に
は
エ
ビ
と

魚
、
海
草
と
貝
を
一
緒
に
養

殖
し
た
。
水
中
の
栄
養
や
酸

素
の
需
給
関
係
を
計
算
し
て

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
る
比
率
に

し
て
い
る
。
結
果
、
病
気
の

拡
大
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、

従
来
の
養
殖
方
法
に
比
べ
て

エ
ビ
の
成
長
が
促
進
さ
れ
た

と
い
う
。

　
里
海
は
自
然
や
環
境
の
と

ら
え
方
な
ど
文
化
と
の
関
係

も
深
い
。
そ
の
た
め
宗
教
を

は
じ
め
と
す
る
文
化
的
背
景

が
大
き
く
異
な
る
欧
米
で
は

普
及
が
難
し
い
面
も
あ
る
。

例
え
ば
環
境
を
守
る
た
め
に

は
一
切
手
を
加
え
る
べ
き
で

は
な
い
と
す
る
研
究
者
の
中

に
は
手
入
れ
し
な
が
ら
守
る

と
い
う
姿
勢
に
批
判
的
な
場

合
も
あ
る
と
い
う
。

　
一
方
で
「
良
く
理
解
し
て

い
る
若
い
研
究
者
も
フ
ラ
ン

ス
な
ど
に
増
え
て
い
る
」
と

手
応
え
も
あ
る
。
今
後
は
海

外
で
も
先
住
民
が
行
っ
て
い

た
伝
統
漁
法
な
ど
の
調
査
を

行
い
た
い
考
え
だ
。

　
国
内
で
は
政
府
機
関
や
地

方
自
治
体
で
も
環
境
保
全
活

動
に
里
海
の
方
法
を
採
用
す

る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
た
。

そ
れ
に
伴
い
柳
教
授
は
指
導

や
講
演
で
全
国
を
飛
び
回

る
。
研
究
で
は
経
済
や
人
文

学
な
ど
文
系
研
究
者
と
の
連

携
を
活
発
に
す
る
方
針
だ
。

　

年
４
月
に
は
特
定
非
営

利
活
動
法
人
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

里
海
づ
く
り
研
究
会
議
を
発

足
、副
理
事
長
に
就
任
し
た
。

こ
ち
ら
で
は
消
費
者
を
交
え

て
取
り
組
む
こ
と
で
里
海
の

普
及
に
拍
車
を
か
け
る
。
柳

教
授
は
「
今
後
も
活
動
を
広

げ
て
い
き
た
い
」
と
さ
ら
な

る
活
動
の
展
開
に
意
欲
を
見

せ
る
。

　
新
城
市
民
節
電
所
は
東
日

本
大
震
災
後
の
電
力
不
足
へ

の
対
応
と
地
球
温
暖
化
防
止

に
つ
な
が
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
推
進
を
目
的
に
、

年
５

月
に
設
置
し
た
。

　
「
節
電
し
た
電
力
を
集
め

れ
ば
発
電
所
を
建
設
し
た
の

と
同
じ
規
模
に
な
る
は
ず

だ
」

西
村
室
長

と
し
、

ま
ず
市
役
所
が
節
電
活
動
を

率
先
し
た
。
夕
方
の
終
業
時

間
後
の
残
業
廃
止
に
よ
る
エ

ア
コ
ン
稼
働
時
間
短
縮
や
照

明
の
約

％
間
引
き
な
ど

で
、
６
―

月
の
電
力
使
用

量
を
、
目
標
の
前
年
同
期
比

％
減
に
対
し
、
同

・
２

％
減
を
達
成
し
た
。

年
３

月
ま
で
の
節
電
で
１
７
０
万

円
の
電
気
料
金
削
減
に
な
っ

た
。
た
だ
、
時
間
外
勤
務
時

間
を
早
朝
に
変
更
し
た
こ
と

に
よ
る
職
員
の
負
担
を
考
慮

し
、

年
夏
は

年
比

％

減
を
目
標
と
し
た
。

　
ま
た

年
６
月
に
、
中
部

電
力
よ
り
も
電
気
料
金
が
下

が
る
場
合
に
は
特
定
規
模
電

気
事
業
者

Ｐ
Ｐ
Ｓ

か
ら

の
電
力
購
入
を
開
始
。

年

３
月
ま
で
に
電
気
料
金
を
１

９
０
万
円
削
減
し
た
。

　
市
民
に
は

年
夏
の
電
力

使
用
量
の
前
年
と
の
削
減
率

を
競
う
「
節
電
コ
ン
テ
ス

ト
」
を
実
施
。
対
象
は
新
城

市
に
住
む
人
に
加
え
、
市
外

在
住
で
も
新
城
市
内
に
勤
務

す
る
人
も
対
象
と
し
、
「
節

電
活
動
を
少
し
で
も
広
め
て

も
ら
う
」

同

こ
と
を
狙

っ
た
。
削
減
率
上
位

人
を

表
彰
し
、
削
減
率

％
以
上

の
市
民
を
「
市
民
節
電
所
」

と
認
定
し
た
。

　
節
電
と
同
様
に
コ
ン
テ
ス

ト
方
式
で
市
民
に
競
わ
せ
て

い
る
の
が
緑
の
カ
ー
テ
ン
。

従
来
、
市
役
所
で
実
施
し
て

い
た
が
、
市
民
に
も
普
及
さ

せ
よ
う
と
、
出
来
栄
え
な
ど

を
競
う
コ
ン
テ
ス
ト
を

年

に
開
始
。

年
に
は
事
業
所

単
位
で
競
う
部
門
も
設
け
、

一
層
の
普
及
を
図
っ
た
。
中

部
電
力
や
地
元
の
農
業
協
同

組
合

Ｊ
Ａ

が
協
賛
す
る

な
ど
、
活
動
の
輪
が
広
が
っ

て
い
る
。

　
ま
た
、
小
中
学
生
も
含
め

市
民
の
環
境
活
動
の
底
辺
拡

大
を
狙
っ
て
い
る
の
が
環
境

出
前
授
業
。
市
役
所
職
員
や

専
門
家
が
講
師
と
な
り
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
や
森
林
育

成
、
水
生
生
物
調
査
な
ど
の

テ
ー
マ
で
環
境
問
題
を
学
ぶ

場
と
し
て
い
る
。
「
現
場
を

見
て
感
じ
て
も
ら
う
こ
と

で
、
ど
う
対
処
す
べ
き
か
を

気
付
い
て
も
ら
う
。
そ
こ
を

主
眼
に
置
く
」
同
。
各
授

業
に
つ
い
て
従
来
、
市
役
所

の
環
境
課
や
文
化
課
、
生
活

衛
生
課
な
ど
各
部
署
が
個
別

に
案
内
し
て
い
た
。
そ
れ
を

年
度
は
各
部
署
の
授
業
を

ま
と
め
た
冊
子
を
作
成
、
市

民
に
浸
透
し
や
す
く
し
た
。

　
出
前
授
業
の
テ
ー
マ
に
も

あ
る
生
態
系
調
査
は
、
鳳
来

寺
山
自
然
科
学
博
物
館
が
中

心
と
な
り
、
学
術
的
な
見
地

で
行
っ
て
い
る
。
現
在
は
昆

虫
の
生
息
マ
ッ
プ
を
作
成
、

生
息
数
が
減
少
し
て
い
る
種

類
を
把
握
し
て
も
ら
う
た
め

の
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
を
ま
と
め

る
。

年
の
鳳
来
町
や
作
手

村
と
の
市
町
村
合
併
以
前

は
、
新
城
市
独
自
で
ホ
タ
ル

や
メ
ダ
カ
な
ど
の
生
息
マ
ッ

プ
を
作
成
し
た
が
、
合
併
地

域
も
含
め
た
マ
ッ
プ
を
改
め

て
作
成
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
市
民
の
環
境
意
識
向
上
を

図
る
一
方
、
市
の
環
境
活
動

の
評
価
も
求
め
た
。
全
国
の

自
治
体
の
環
境
政
策
を
市
民

団
体
が
評
価
す
る
「
環
境
首

都
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
、

年

の
初
回
か
ら

年
の
最
終
回

ま
で
毎
年
参
加
。

年
に
最

高
順
位
の
２
位
を
獲
得
す
る

な
ど
高
い
評
価
を
得
た
。

　
同
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し

て
い
た
愛
知
県
安
城
市
、
岐

阜
県
多
治
見
市
、
静
岡
県
掛

川
市
、
長
野
県
飯
田
市
の
４

市
と
新
城
市
で
「
中
部
環
境

先
進
５
市
サ
ミ
ッ
ト
」
を

年
に
結
成
。
環
境
政
策
に
つ

い
て
の
情
報
交
換
や
意
見
交

換
、
相
互
防
災
協
定
の
検
討

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
環
境

や
福
祉
の
分
野
を
中
心
に
、

エ
ー
ス
級
の
人
材
を
数
カ
月

派
遣
す
る
人
材
交
流
も
行

う
。
「
人
員
削
減
で
人
材
育

成
が
難
し
く
な
る
中
、
効
率

よ
く
レ
ベ
ル
向
上
を
図
る
」

同

の
が
狙
い
だ
。

　
環
境
活
動
の
レ
ベ
ル
向
上

で
は
、

年
度
予
算
か
ら
全

部
門
で
環
境
負
荷
軽
減
活
動

を
踏
ま
え
た
審
査
を
行
う
。

予
算
編
成
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に

環
境
部
が
同
席
、
二
酸
化
炭

素

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
削
減

手
法
や
有
効
な
補
助
金
制
度

な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

　
各
業
務
の
重
要
性
や
予
算

枠
な
ど
か
ら
環
境
対
策
の
優

先
順
位
を
決
め
て
実
施
す

る
。
予
算
審
査
に
環
境
部
が

加
わ
る
の
は
珍
し
く
、
職
員

の
一
層
の
環
境
意
識
向
上
を

促
す
。


